　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　
助成事業完了報告書
日本財団　会長　笹川　陽平　殿
報告日付：２０１９年３月３１日
事業ID：２０１７４５７３７２
事業名：海と日本プロジェクトin福井（海と日本2018）
団体名：海と日本プロジェクトin福井県実行委員会
代表者名：代表者　実行委員長　富永　修　　印
TEL：０７７６-２１-２２４０
事業完了日：２０１９年３月３１日

	事業費総額
	25,600,000円
	収支計算書の黄のセルの値

	自己負担額
	０円
	収支計算書の緑のセルの値

	助成金額
	25,600,000円
	収支計算書の赤のセルの値、千円未満は切捨

	助成金返還見込額
	0円
	（収支計算書の青のセルの値）


1. 事業内容（実績。700文字以内）： 
福井県で海に関する様々な取り組みを可視化し、多様なキーパーソンと連携しながらプロジェクトのムーブメント化を図るため、以下の事業を実施した。

１．日本海のみなと大発見（オリジナルイベント）
(1)時期：2018年6月～12月
(2)場所：敦賀市、坂井市、新潟市、東京都港区南青山、敦賀市立粟野南小学校
(3)参加者：敦賀調査小学生22人、福井調査小学生20人、新潟フォーラム小学生8人、敦賀粟野小学校90人
(4)内容：小学生たちが港の役割、運ばれるもの、働く人、港の環境について調査した。その結果を持ち寄り、新潟市でこども港フォーラムを開催し、調査結果を発表しあった。福井では作成したガイドブックを県内の5年生に配布、敦賀市粟野南小学校で、それを教材に公開授業を行った。
２．コラボイベントの展開
①「Amazon父の日特別企画」
(1) 時期：2018年6月1日～17日
(2) 内容：父の日に向けて、お父さんに海の体験を贈ろう！というコンセプトを元に動画を制作、
福井テレビで放送した。（放送は6月7日）
②「海洋連盟うみぽすグランプリ」
(1) 時期：2018年7月23日～9月10日
(2) 内容：海と日本プロプジェクトinふくいのニュースサイトで作品募集の告知を行った。福井の
応募作品は10で、ポスター部門で和泉道子さんの作品、動画部門で宮塚昌尚さんの作品を選出したが、全国での入賞はならなかった。
③「海のお仕事図鑑プロジェクト」
(1) 時期：2018年8月21日
(2) 場所：南越前ダイビングスクール
(3) 参加者：河野小学校の5～6年生11人
(4) 内容：ダイビングインストラクターのお仕事を、地元の小学生１１人が学んだ。
④「さばける塾inふくい」
(1) 時期：2018年9月1日
(2) 場所：天谷調理製菓専門学校
(3) 参加者：小学生と保護者23人
(4) 内容：地元のお寿司屋さんから魚のさばき方やすしの握り方を教わった。さばいた地魚
はアジで、そのあと握りに挑戦した。日本海の魚たちというテーマでセミナーも開いた。
⑤「海でつながるゴミ拾い」
(1) 時期：2018年7月8日～22日
(2) 場所：福井港、鷹巣海水浴場、鯖江市、若狭和田ビーチ、白浜海水浴場
(3) 参加者：640人
(4) 内容：海の日を中心に福井県内の5か所で ゴミ拾いを実施した。
⑥「給スイカステーション」
(1) 時期：2018年7月31日
(2) 場所：若狭和田ビーチ
(3) 参加者：640人
(4) 内容：高浜町と若狭和田ライフセービング協会の協力を得てスイカ8玉1000人分を配布した。
⑦「渋谷スペシャルゴミ拾い」
(1) 時期：2018年7月14日
(2) 場所：東京都渋谷区
(3) 参加者：2人
(4) 内容：渋谷区で行われた渋谷スペシャルゴミ拾いに福井県実行委員会として参加した。
３．海応援動画の制作
(1) 時期：2018年6月～12月
(2) 県内の海に関する30の活動を取材し約2分の応援動画を制作、福井テレビで30回放送した.
４．海活インタビューの制作
(1) 時期：2018年7月～9月
(2) 内容：海を楽しむ人、海の活動家、海の備えに従事している人を取材し5本の動画を制作、
福井テレビで250回放送した。
５．ニュースサイトの運営
(1) 時期：2018年4月～10月
(2) 内容：県内の海に関する78の取り組みをニュース記事で発信した
2.事業内容詳細：
※別途報告書を添付します。参照ください。
3.契約時事業目標の達成状況： 
【助成契約書記載の目標】
１．35以上の企業・団体に海と日本プロジェクトの「推進パートナー」に新たに登録してもらう。
２．推進パートナーと連携した取り組みを6事例以上生み出す。
３．海を安全に楽しむための活動を行っているキーパーソンを5人選定したうえで、キーパーソンを紹介する15秒動画を5本制作する。
４．県内の海に関するイベントやアクティビティー等の2分程度の紹介動画を30本制作する。
５．公式ウェブサイトにて、県内の海に関するニュースを70本発信する。
６．県の海が持つ特徴を子供たちが主体的に学ぶことができるオリジナルイベントを実施する。
７．海と日本プロジェクトにて全国展開する事業（ニュースプロジェクト、ゴミ拾い、紙芝居、ダンス、さばける塾等）とのコラボイベントを実施する。

【目標の達成状況】
１．35の推進パートナーを獲得した。
2． 連携を7事例達成した。
3． 海を楽しむ人、海の活動家、海の備えに従事している人を取材し5本の動画を制作、
福井テレビで250回放送した。
４．県内の海に関する30の活動を取材し約2分の応援動画を制作、福井テレビで30回放送した.

５．県内の海に関する78の取り組みを取材しニュース記事で発信した。
また、
６．オリジナルイベント「日本海のみなと大発見」を実施、福井調査は敦賀港と福井港、新潟県実行委員会と連動して新潟フォーラムを実施した。　※詳細は添付の別途報告書を参照ください。
７．全国展開する事業7つと連動して福井県内や東京で事業を実施した。
※上記　２．コラボイベントの展開を参照ください
4.事業実施によって得られた成果：

イベント、海応援動画、海活インタビューの制作、放送、ニュースサイトの運営などを通じて、海と日本プロジェクトが、県内の人々に周知されるようになったと感じる。取材や協力などの問い合わせも増えている。また、イベントや取材を通して海に関係する団体や自治体とのネットワークが確実に広がっている。
※オリジナルイベントについて：敦賀港湾事務所・福井港湾事務所の全面的な協力で事業を実施できた。プログラム内容の企画段階からの情報提供や、港関係機関の交渉・調整を積極的に進めていただき、魅力ある調査プログラムができた。今回の事業により、敦賀港湾事務所・福井港湾事務所との、今後につながる信頼関係ができた。また、ガイドブックの県内配布は、昨年の実績があり、福井県を始め県内市町の各教育委員会の対応は協力的だった。
5.成功したこととその要因：

海と日本プロジェクトの名前が県内で広く知られたことで、事業や取材がスムーズに進んだと感じる。特にオリジナルイベントでは、敦賀港と福井港とも、港湾事務所の全面的な協力で魅力ある調査プログラムができた。また、港湾事務所として、PR業務を行っているが、連携して大々的にやることがなかったので、積極的に協力して頂けた。
6.失敗したこととその要因：
オリジナルイベントは多彩なプログラムだったため、参加者同士の交流が少なかった。調査結果をまとめる時間が計画よりも時間がかかり、終了時間が少し遅れてしまった。
7.活動を通じて明らかになった新たな課題と対応案：
オリジナルイベントでは、魅力あるプログラムを企画することも大切だが、参加者同志が交流する時間を設け、コミュニケーションをとりながら学ぶことが関心を深めることになる。次年度の企画に反映させたい。
また、推進パートナー獲得に大変苦労した。次年度からはさらに指導を早くして対応する。


事業成果物及びURL：
【成果物の名称】
・助成事業業務完了報告書
・海を楽しむ人、海の活動家、海の備えに従事している人の紹介動画5本（@15秒）

・公式サイトにおける掲載記事７８本

・海に関するイベント応援動画30本（2分15秒～3分30秒）

・オリジナルイベント（日本海のみなと大発見）のチラシ、調査団ノート２種、ガイドブック7200部、
【成果物がアップロードされているCANPANのURL】
※成果物は公益コミュニティサイトCANPANにアップロードし、URLをご記載ください。なお、事情により、公開が困難な成果物に関しては、表紙のアップロードをお願いいたします。

http://fields.canpan.info/report/detail/99999
